
（９）週休２日制

　   ○週休２日制導入の有無
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第１５図 週休２日制導入の有無

あり なし

何らかの形態での週休２日制の導入について、いずれの港においても、「あり」が８５％以上を占めている。
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第１５図 週休２日制導入の有無

あり なし

n=821

n=114

n=257

n=104

n=136

n=135

n=75



　   ○週休２日制の形態

（平成30年） （平成25年）
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第１６図 週休２日制の形態

完全 月３回 隔週

月２回 月１回

週休２日制を導入している企業のうち、「完全」に実施している企業の割合は、６大港全体で５６．９％となっている。港湾別にみると、
横浜、神戸でその割合が高い。
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第１６図 週休２日制の形態

完全 月３回 隔週

月２回 月１回
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（１０）交代制勤務

　   ○交代制勤務導入の割合

（平成30年） （平成25年）
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第１７図 交代制勤務導入の割合

あり なし

６大港全体では、「なし」が約９割となっている。
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第１７図 交代制勤務導入の割合
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　   ○交代制勤務の形態

（平成30年） （平成25年）
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第１８図 交代制勤務の形態

２交代制 ３交代制

その他

６大港全体では、交替制勤務を導入している企業のうち、「２交代制」が約６０％を占めている。港湾別にみると、東京、横浜が「２交代
制」の割合が極めて高い一方、名古屋、大阪、神戸、関門は「３交代制」の割合が比較的高い。
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第１８図 交代制勤務の形態
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４　港湾派遣労働者及び日雇労働者の利用に関する状況
（１）使用事業所割合

（平成30年） （平成25年）
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第１９図 港湾派遣労働者、日雇労働者使用事業所割合

港湾派遣労働者
日雇労働者

(％)

６大港全体では、「港湾派遣労働者」、「日雇労働者」を使用した事業所の割合はともに平成２５年から大幅な増減はない。
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第１９図 港湾派遣労働者、日雇労働者使用事業所割合
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（２）募集動機

（平成30年） （平成25年）
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第２０図 港湾派遣労働者、日雇労働者募集動機
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港湾派遣労働者、日雇労働者のいずれも「波動性に対処するため」が最も高い割合となっている。
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第２０図-１ 港湾派遣労働者募集動機
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（３）職種別労働者数（港湾派遣労働者、日雇労働者）

（港湾派遣労働者） （日雇労働者）

港湾派遣労働者及び日雇労働者による就労については、ともに「船内荷役作業員」、「沿岸荷役作業員」及び「関連荷役作業員」の３
職種で９割以上を占めている。港湾派遣労働者の就労延日数は、職種別では「船内荷役作業員」が、港湾別では横浜、関門が多い。ま
た、日雇労働者の就労延日数は、職種別では「関連荷役作業員」が最も多く、港湾別では、横浜、東京が多い。
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第２１図 職種別派遣労働者数

東 京 横 浜 名古屋 大 阪 神 戸 関 門

(人)

611 

1,230 

1,316 

177 

1,900 

3,115 

4,521 

52 

142 

285 1,122 

187 

1,130 

590 

232 

606 

689 

3 

0 3,000 6,000 9,000

船内荷役作業員

沿岸荷役作業員

関連荷役作業員

はしけ・いかだ作業員

フォークリフト運転者

クレーン運転者

ガントリークレーン運転者

ショベル・ストラドル運転

者

大型特殊自動車等運転者

その他

第２２図 職種別日雇労働者数
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５　荷役の波動性に関する状況
（１）波動性の大きさ

（平成30年） （平成25年）
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第２３図 平日のピーク日とボトム日の就労延人員

ピーク日
ボトム日

(人日)

「ピーク日」と「ボトム日」の差（波動性の大きさ）について、６大港平均では２７８人日となり、平成２５年（２８９人日）から大幅な増減は
ない。港湾別では、横浜、名古屋、神戸が比較的波動性が大きくなっている。

3,766 

2,946 

5,574 

3,580 

4,551 

4,387 

1,556 

3,488 

2,794 

5,248 

3,175 

4,402 

3,918 

1,392 

0 1,000 2,000 3,000 4,000 5,000 6,000 7,000

６大港平均

東京

横浜

名古屋

大阪

神戸

関門
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（２）天候による波動性

（平成30年） （平成25年）
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第２４図 天候による波動性
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(人日)

いずれの港においても、「晴と曇の日の平均就労延人日数」と「雨の日の平均就労延人日数」について、大幅な差異は見られない。
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第２４図 天候による波動性
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（３）月末・月初の波動性

（平成30年） （平成25年）
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第２５図 月末・月初の波動性

「月末・月初」の平均就労延人日数
「月末・月初以外の日」の平均就労延人日数

(人日)

いずれの港においても、「月末・月初」と「月末・月初以外の日」のそれぞれの平均就労延人日数について、大幅な差異は見られない。
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第２５図 月末・月初の波動性
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（４）土・日の就労状況

（平成30年） （平成25年）
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第２６図 土・日の就労状況

平日の平均就労延人日数 土曜日の平均就労延人日数 日曜日の平均就労延人日数

(人日)

６大港平均では、平日、土曜日、日曜日のいずれの平均就労延日数についても、平成２５年と比べて減少している。
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第２６図 土・日の就労状況
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